
平成25年３月７日発行 市 議 会 だ よ り

い
る
。

質
問

　
　
地
元
の
味
を
覚
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
地
元
に
愛
着
が

わ
く
と
い
う
こ
と
と
同
意
義

で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の

意
味
で
、
地
産
地
消
と
い
う

も
の
は
大
変
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　
　
最
後
に
な
る
が
、「
茨
城
を

食
べ
よ
う
ｄ
ａ
ｙ
」
の
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
す
る
準

備
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　
　
連
絡
は
来
て
い
る
が
、
物

は
届
い
て
い
な
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
次
世

代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
状
況

と
進
捗
に
つ
い
て

○
つ
く
ば
下
総
広
域
農
道
（
ア

グ
リ
ロ
ー
ド
）
の
管
理
に
つ

い
て

○
三
妻
小
学
校
の
バ
ス
、
電
車

第200号 （６）

肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助
金
の
増
額
に
つ
い

て
（
一
問
一
答
）

中
島
　
亨
一 

議
員

の
利
用
に
つ
い
て

○
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
豊
田

城
）
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
①
後
期
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
増
額
に
つ
い
て
。

質
問

　
　
70
歳
未
満
の
方
の
原
因
の

大
半
が
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
と

い
う
病
原
体
に
よ
る
肺
炎
で
、

高
齢
に
な
る
に
従
っ
て
肺
炎

球
菌
に
よ
る
肺
炎
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
肺
炎
球
菌
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
金
に

つ
い
て
、
９
月
議
会
で
出
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
ア
ピ
ー
ル
が
足
り
な
い

の
か
、
利
用
者
が
ま
だ
３
０

０
名
に
な
ら
な
い
。
肺
炎
が

日
本
人
の
死
亡
要
因
の
第
３

位
に
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者

に
と
っ
て
は
脅
威
で
あ
る
。

肺
炎
球
菌
は
80
種
類
く
ら
い

あ
り
、
そ
の
う
ち
23
種
類
を

予
防
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
体
80
％
く
ら
い
の
肺
炎
球

菌
に
よ
る
肺
炎
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
も
う
少
し
助
成
金
を
増

や
し
て
、
高
齢
者
、
特
に
後

期
高
齢
者
へ
の
助
成
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

調
整
交
付
金
を
使
っ
て
、
75

歳
以
上
の
方
の
助
成
金
を
も

う
少
し
上
げ
、
肺
炎
に
よ
る

死
亡
を
抑
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

　
　
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
補
助
事
業
は
今
年
10

月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
公

費
負
担
額
の
状
況
を
全
国
規

模
で
み
る
と
、
実
施
し
て
い

る
半
数
以
上
の
市
町
村
が
３

０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、

常
総
市
で
も
３
０
０
０
円
の

助
成
と
し
た
経
過
が
あ
る
。

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

特
別
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
、

県
内
の
保
健
事
業
の
総
額
が

交
付
限
度
額
を
超
え
て
し
ま

う
と
助
成
さ
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
の

協
議
が
必
要
で
、
後
期
高
齢

者
へ
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

協
議
の
中
で
調
整
す
る
こ
と

に
な
る
。

質
問

　
　
肺
炎
球
菌
に
よ
っ
て
命
を

落
と
し
て
し
ま
う
高
齢
者
に

いばらきを食べようｄａｙイベントの様子

画
を
聞
き
た
い
。

　
　
②
学
校
給
食
の
地
産
地
消

の
現
状
と
子
供
た
ち
の
意
識

向
上
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

答
弁
（
産
業
労
働
部
長
）

　
　
①
当
市
で
は
、
学
校
給
食

へ
の
地
元
農
産
物
の
利
用
促

進
を
進
め
る
と
と
も
に
、
生

産
者
団
体
等
が
立
ち
上
げ
た

農
産
物
直
売
所
に
対
し
て
支

援
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も

引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

　
　
ま
た
、
茨
城
を
た
べ
よ
う

運
動
推
進
協
議
会
の
活
動
に

積
極
的
に
参
画
し
、
地
産
地

消
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　
　
②
常
総
市
で
生
産
さ
れ
た

食
材
の
使
用
割
合
50
％
を
目

標
に
実
施
し
て
い
る
。
23
年

度
の
実
績
で
、
常
総
市
産
が

47
・
６
％
、
茨
城
県
産
が
19

・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。
子

供
た
ち
の
意
識
向
上
に
つ
い

て
は
、
献
立
表
や
給
食
セ
ン

タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
等
に
よ
り
、

生
産
者
や
栄
養
価
な
ど
を
紹

介
し
て
い
る
。

　
　
さ
ら
に
、
家
庭
と
も
連
携

し
て
食
育
の
重
要
性
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て

質
問

　
　
茨
城
を
た
べ
よ
う
運
動
推

進
協
議
会
が
発
足
し
常
総
市

も
会
員
と
し
て
名
を
連
ね
て

い
る
。
地
産
地
消
の
取
り
組

み
が
農
林
漁
業
の
継
続
的
か

つ
健
全
な
発
展
、
農
産
、
漁

業
村
の
活
力
の
再
生
、
消
費

者
の
利
益
の
増
進
、
食
糧
需

給
率
の
向
上
等
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
地

域
資
源
の
有
効
な
活
用
、
食

品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
、

環
境
へ
の
負
荷
等
の
低
減
等

の
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
か
ん
が
み
、
生
産

者
、
事
業
者
、
消
費
者
が
一

致
協
力
し
て
地
域
の
農
林
水

産
物
利
用
の
推
進
を
図
る
も

の
で
、
Ｐ
Ｒ
事
業
や
「
茨
城

を
食
べ
よ
う
ｄ
ａ
ｙ
」
を
設

定
し
て
、
県
民
の
意
識
を
向

上
さ
せ
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
啓
発
活
動
と
し
て
、

ロ
ゴ
の
入
っ
た
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
県
内
の
小
学
５
年
生

に
配
布
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
①
県
を
挙
げ
て
茨
城
の
特

産
物
の
地
産
地
消
運
動
を
繰

り
広
げ
て
い
る
中
で
、
常
総

市
の
取
り
組
み
や
今
後
の
計

茨
城
農
産
物
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
一
問

一
答
）

金
子
　
晃
久 

議
員


